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貨物艪 の 荷役能力に っ い て （第 2報）
＊

正 員 工 学士 耶 本 文 男
＊＊

　　　　　　　　　　　　　 Cargo　Hand工ing （lapacities（2　nd 　Report）

　　　　　　　　　　　　　
．By　Fum 三〇 Hiramo歪oレKogakushi，　Member

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　｛：argQ 　handling　capacities 　of 　two 　rigged 　hatcheS　are 　considered 　to　be　a正）out 　1、5削 1．7times　that

of 　 one 　 rigged 　hatches，　 viz ．，　 mean 　work 　time 三s　increased　about 　20tv3e％．　 This ．phenomenon 　is

explained 　by
』
the ‘Wait ”in　wDrk 　 tlme 　of 　two 　g3ngs

，

　 operations ．

　Wait　 exists 　 a1So 　 between 　stevedering （movement 　of 　cargo 　fmm 　pier　to　ship
，　or 　vice 　versa ） ai

nd 　stowage （handling　of 　cargo

’
frGm 　hook　tQ　its　place　of　stowage 　in　ship ） or 　breaking 　out ．　So

the 　cargoing 　ti皿 e　has　no 　linear　relatien 　to　the　position　of　 stowage 洫 　hold．　 App1 三cation 　 of 　 sto ・

£ hastic　process　indicates　 this　 relation 　as 　 shQwn 　in　Fig．3．

　Minimum 　Iength　for　hatch．　openirlg
’
to　avoid 　

lexcessive
　wait 　is　expressed 　on 　t1なe　basis・of 　calcula

寸ed 　 results 　 of　the　 effect 　 of
‘‘Storage”in　 mater 圭al　handling．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1． 緒　．　　　 言

　10m 程度 よ り長い ハ ヅ チ に 於て ，積役能 力を増す為 に 2 口 荷役が 行わ れ る こ と があ る。此 の 場合の 荷役能 力

癒普通 ， 1 口 荷役の 場合の 1．5〜 1．7 倍位 と考えられて い る 。

1）2） 能力 が 2倍に な らな い の は ，ハ ッ チ が が 十分

長 く無い 時に は，前後に 於け る件業が夫 々 影響を及 ぼ し合 い ， 作業の 手待ち を生じ， 単独の 場合 に 比較して 平均

作業時間が 延び る為 と考え られ る 。 故 に ハ ヅ チ が 長 くな れ ば 上 の 値は 2 に漸近 す る2）
。

　艙内 の 運搬 ， 積付 な どの 作業 と ウ イ ン チ 作業 と も相互 に 相手作業の 影響の た め 手待 ち を 生 ず る 。 此の 為 ホ ール

ド内 の 積付位置 と作業時間 とは 直線的な関係 に なくな る 。 同 じ大きさ の ハ ッ チ に対して も， 長 い、あ るい は 囁の 広

’
N ・ホ ール ドで は 単泣時間当 りの 荷役量 は 小さい し，船 の 前後部は 荷役困難であ るCO

。 定性的に 自明 ど み られ る こ

れ らの 事柄も ， 実作業の 測定か ら定量的な結論 を導くに は 種 々 の 困 難が あ り， ま た普通に 起 り うる測走結果の パ

ラ ツ 卑の 中に 入 つ て し まつ て ， 定性的な結果 さ え出て来な い 場合も多い 。 それゆえ ， 妥当 と 考えられ る仮定か ら

理 論的に 導か れ る結果を ，一
方で は 経験 に 照 し て疵判 し，一方で は 実作業 の 測定方法 ， 測定結果の 整 理方法の 基

準 と して 利吊す る こ とが 必 要 で あ る 。 本論夊 に於て は，作 業 の 手待ち と 言 ケ現象か ら導か れ る 2〜 3 の 問題を扱

い 経験者の 御批判を願 い た い と考えて い る 。

e

　 2．　2 口
1
荷 役 の 荷 役 能．力

　あ．る長さ の ハ ッ チ で 2 口 荷役が行わ れ る場合 ，
Boom が 固定され て い るか ， 振回 され る か で 相 互 の 干渉度 は 当

然異 る。ハ ッ チ の 長 さ に よつ て干渉度 の 異 る こ と は 前述 の 逼 りで あ る。．然し夫 々   方法 に 対 し 2 口 荷役を行い う

る最小寸法に 近 い 場合に は ，両 Gang の 作業は 交互 に 行われ る。此の 為，毎圓 の 作業時問は ， 変動する両 Gang

の 作業時間 の うち大きい 方で 決定さ れ ， は や く終了 した 方は 相手方の 作業の 終了を 待た な げ れ ば次 の Cycle を

嬲 始す る こ と は 出来な い 。 此 の 為 ， 両手 で 夫 々 別個の 作業を行 う場合に み られ る様な作業の 手待ち の 現象が 生 じ

結屬作業時間 の 増大，従 つ て 作業能率の 低下 がみ られ る。

前 G 。。9 と後 G・ ・ 9 と の 作業が 同一の … チ で 行わ れ る 場合の 平均作業時間 丁． 　｝ま・各要 素作業力Xt で 終

了 す る 確率密度 fi（の 及び ・fi（t）が定まれ ば ，次の 如 く決定され る
4）。

　　＊　原稿 受 付．昭和 30 年 7 月 11 日

　 ＊＊　東京 大 学 助 教 授

　s ＊ in
本研 究 は 文 部 省科学研究費の 補助を

』
うけた こ と を記 し謝蓉を 表 す。
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臨 難1、＿ ，脚 ）　 ｝
　　　・の 「幗 岬 ・イ 鰤 ∫

（1 ）

2．1 作 業 が 単作業 の 場合　　作業 の ネ ッ ク が 1個所で あ る場合及び数個所あつ て も1個の 他は その 程度が弱

い 場合 ， 作業鯨 略単作業と認め られ る 5）
。 同

一
ハ ッ 子の 場 合．前方の 口 と後方の 口 と で は 正 味時間 ， 変動時間の

平均 と も略等 しい と 考え られ るか ら，正 味時間を a，変動時間の 平均を
ilft

と すれば ，　　　
’

　　　　　　　
T・・

＝（a ＋ vλ）＋禰

　各種荷役作業 の 実測 よ り
5）

， a と i1λ との 割合は 1 ：2〜 2：1 の 範囲に ある とみ な され るか ら，

　　　　　　　 Tpm　＝ 　（L 　17〜 1．33）T

　　　　　　　 但 し　T ＝α ＋ t
／A．；各 Gang が単独で行わ れ た と ぎの 平均作業時間

　 a と
i1λ と が等し く，作業能率の 最高点附近 に あ る とすれば，

　 　 　 　 　 　 　 TPt＝ 　1。25　T
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lr

故 に ，2 口 荷役の 場合の 荷役能力は ， 1 口 の 場合の

　2／1．17tv2！1．25… 2／1．33 長卩ち，1．　7・v1 ．6− vl ．5
「
倍に な る 。

　2．2　作業が 単作業でな い 場 合

工

（2 ）
4）

（3 ）

（3 ）
’

　　　　　　　　　　　　　　　　機輸 に 簡戦 作業 ・ 餓 ば鋼材の 積込 ・荷揚げ作熟 グ ラ ブ に 婦 石 炭

や鉱石 の 荷役作業な どは 前節 の 方法で 近似し うる が ，

一
般 に 艀荷役や，直 接貨車 と り作業な ど で は 同程度 と み ら

れ るネ ッ ク が 2 個あ る い は それ以上存在す る為 荷役時聞の 分布は簡単な指数型で な くなる。 此 の 場合一
般的 に

は 幾っ か の 指数分布の 代数和の 形 を と るが，その 代表的なもの は ガ ン マ 分布で あ る n
。

　　　　　　　f‘・の巡 ト σ

濃 幸
λ幽 ）

λ・ ．　 　 　 　 …

　　　　　　　 但 し 　i＝1 又 は 2．

　　　　　　　　　 偽 　 は 正 味作業時間

　　　　　　　　　　鳶　は構成単作業 の 数

　　　　　　　　　．職 は 構成単作業 の 平均変購 間，貝llち 職 をま作剿 の 変動時間の 平均 。

（1）と  を 用 い れ蒔 待ち鱠 ん だ齦 僕 醐 が計繋 れ るが搬 式は複細 あ り，eF＊ Duemfrasas す る

の に便利でもない 。
滝 が 1 及び 2 の 場合 に 対し前節と同じく，正 味作業時間 と 変動時間の 平均 と ヵ簿 しい 場合

の 結果を 示 せ ばう

a ）　両作業と も k＝1 の と き

b） 一方は k＝1，他は k＝＝2 の とき

C ） 両方 と も k＝ 2 の と ぎ

　 　 　 　 1
7 蜘

＝1−t− T ＝1・25　T

さ　　　 2
Tm −＝＝1 −

「9
『T ＝ 1・22　T

　 　 　 　 3
Tm ＝1

了li
’
　

’
T＝エ 19　T 、

即 ち 2 口荷役 の 合計作業量は 　a ）1．60，b）1．　64ic ） 1．68 と な り k が増せ ば 荷役能力は向上す るが ， そ の 変

化 は ，前節の α ：
11λ の 変化 に 対す る もの より は る か に 少 い 。

こ 艦 果 よ り・ Pt　G ・・g の 襟 時聞の 分布型Vこ多少 の 差 は あつ ても， 能率が 良好な場創 ・ は ，2 ・ 荷 役 の 能
・

力btlM の 場合に 比 し，1．5tV1．7 倍に な る 。

　まれに ，1 つ の ハ
ッ チ で 3 口 荷役を 考え る 場合もあ るが り，艫内作業 に 十分 の 余力が あ る と して も平均作業時

間は 上 と 同様な場合，

　　　　　　　駆 3ズ｛一・
一繭 ・｝

・

み・
一

・・t
一
嘲 オ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　5　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ

　　　　　　　　　
＝ ＝ a ＋

｝
1 ＋

mO
　ir

と な り， a ・・ 「

ノλ の と き作業時間は 1 口 の 場合に 比 し
5
加 延長 す る 。 即 ち能 力 は ，上 と 同様に して 2．12倍 に な
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るだ けで ある。 きらに
一

般に は 艙内作業が 之に 追 い つ けない 事を考えれば ， 3 口 荷役は荷役能力の 向上 に は ほ と

ん ど，役に 立たない
s）

。
ハ ッ チ の 片側に ウ イ ン チ 及び ブーム を 3筒宛装備する事 の 利点は，こ の 内 1対を艙内作

業 用 に 専用出来 る と 言 うこ と で ， 之は 後述の 如 く， ウ イ y チ 作業を中断す る こ と無 く，艫内 の 運搬作業時間を短

縮 出来 て ， 全荷役時間の 短縮 の 効果 は 著 しい 。

3．　 ホ 幃ル ドの 長さが 荷役能 力に及 ぼす影響

　3．1　薐付位 置 と ウイ ン チ 作榮及艦内 作業時 間の 関係．　 グ V 一ン ・カ T ゴ ー除ぎ船荷 は船内に 卸され て か ら

所定 の 場所に積付け られ る 。 ブ ・一一ム の 直下，あ る い は 其の 附近 の ハ ヅ チ ・ス ク ニ ア 内 で は ，ウイ ン チ で積付位置

の 近傍 に卸 し得 る の で ，艙内作業時間は後始 未的 な 積付時間だ けで あ る 。 此 の 時闘は 荷物の 種類，作業員の 技倆，

作業条件な どに は関係するが ，移動距離に は 関係せ ず
＊

，
・確率的 に 毎回の 作業時間が きま る附随作業 で あ

’
る 。

ハ

ッ チ ・X クエ ア か ら外れれば ， 此 の 他 に一定距離の 入力又 は 機力に よ る 運搬作業が 加わ る 。 運搬作業時間は 距離

に 関係 し，運搬方法及び 被運搬物 が きま れば ，正 味の 移動 に 要 した 時間は 変動 の 比較的少 い 所謂 正 味 作 業時間で

ある 。 ウイ ン チ 作業時間は ， 貨物格納 の 上 下位置が著し く変化しなければ ， 捲揚げ捲卸しの 時間 は 略 一定 で あ

る。また艙内作業の 補助 に用 い られ る と きは，同
一

の 貨物に 対 して 其 の 部分の 時間だけ艙内作業と重複して 用い

られるか ら ， ウイ ン チ作業時関か ら除外して考えて差 しっ か え無い
。 故に t ウ イ ン チ 作業時間は 積付位置 に 関係

せ ず，そ の 平 均値は一定とみ なす事が 出来る 。 さ らに 正味の 空間的移動に要す る正 味時間 と ， 接 地 方向変換な

どに 要す る附随作業時間 （変動時間） の 平均値 と が，効率 の 良好な作業の 場合 に は略等 しい 。

　従つ て ，ホ ール ドの 長 さ 方向の 位置 と，ウ イ ン チ 作業及び艙内作業が夫 々 単独に 行 わ れ た場 合の 平均値 と の 関

係は 第 1図 の 如くな る 。

　人間 の 判断に 基 く作業に 於 て は，或る 程度自動的な調　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整が 行 わ れ t 明か に艪内作業が 長時間か か る 場合は 、艙

丙め作業人員を増した り， 船内の 運搬作業に ウイ ン チ を

用 い た り，ウイ ン チ速度に手加減 を 加 え た りす る為，第

1 図の 関係 が其 の ま ま 当て は ま らな い 場合も生 ず る が，

作業機構の 根本的な 性質に 影響を 及 ぼ す もの では 無 い 。

　3。2 運搬距 離 潔 に対す る荷役 時 間 の 単 均 値　　ブ冖

ム の 直下 を 原 点 に と り，貨物積付位置 を X ，艫 内 及 び ウ

ィ ン チ作業時間 の 平均値を次 の 如 く仮定する 。 第2 図 。

鮒

瞬酬 讎酬 合 、 計

艙 内 作 業 時 間 ρ螂

ウ イ ン チ 作業 時 間　　Twl

ToTwaTu 　＝＝　To十 αx 　
’

Tw＝Two十 Twt

　両作業と も単作業 と すれば ， 艫内作業及び ウ イ ン チ作

業 が t＝ O で 開始され た と き，t と t十 dt の 間 で 終了す

る確率 fi（t）dt，　fx（t）dt は 次 の 如 くな る。

　　　　　　　・  ・ 俵等 　 ：皋器

　　　　　　　・  一瞭   　 1二究器
　（1）式を用い れ ば 1回 の 荷役時間の 平均値 Tm 及 び Tmf は ，

一
　串

　　 に 或 る 距 離 の 移 動が 巨的 で 無 く，

　　 へ 隠 さ れ て し ま うe

弗　1　 図

毎回の 作 業で 移 動 距 離 も変 化す る し，場合 に よ り最終 的な 位置 と反対側 に う こ か す 箏

■
もあ り 5 る 。 要す る

　　　　　　　　　　　　　　一
定 の 場所 へ の 定 位 が 目的 で ， 移動距離 の 影響は 他 の 因 子 に よ る 変動 の 中

N 工工
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Tv。

葬　2　図

第 3 図 積付位置冗 と 1回 の 荷 殺蒔画の 9±V　Tm　ATn ・

　　　　　　　　鷺 露隠婁毆：：1：｝ ・5）

　鶤 ゆ，T 〆 の 数皚計算例 を 第 3 図に 示す 。 図 か ら分 る如 く，ゾ t一ム 直 下 よ りある 範圏 （（Tw ＝　Tff を匸］印 で ，

17Wl＝ α κ を 0 印 で示 す）は，略ウイ ン チ 作業時間 Tw に若干ゐ余裕 を もつ て定ま り，あ る範囲を越す と 艙 内作

業時間 ， Tg に
一

定 の 余裕をもつ て 決定される。 其 の 中間 で は 単独 の 場合 の 作業時間 Tw 及び Tu か ら とる べ

き余裕が 大 き
「
くなる。

　 （5 ）式 を微分 して Tm 曲線の 傾斜を求め れば，

　　　　　　　　婁奪
釜

証期 　　　 …

　第2 式は x 　＝：　Tw　Vα 即ち両式 の 移 り変 りの 点に 於 て

　　　　　　　　望 況 （

＿α

Te十　Two）
儡 糀 ・

− T・ ・
2
）

・
故 に

　 舞 ・
ゾ

奚
一1

− ・

ならば Tm ’

の 傾斜は 負 と な り， 躍 が さらに 増大して 再び正 に なる。 　（第 3 図 ∬ 参照）即ち x の 広 い 範 囲 に わ

た つ て ，作業時間の 増加 が少い 。　　　　　　　 一

　第3 図 V の 場合，即ち艫内の 運搬速度が は や い 場合 ，
x の 大きな値に 対す る作業時聞の 減少は非常に著し い 。

　 ウ イ ン チ 自体の 性能を 向上 して （操縦性 を 良 くした り，容量 を大ぎくした りす る事に よ り）得られ る荷役時間

の 短縮 は L 第 3 図皿吸 びmae 示 す如く，x の 小範囲に 限 られ て お り，1【i　V の 如 く広範囲 に お け る優位を保ち え

ない 。 積付及び解荷 （Break 　out ）が荷役速力を左右する主な 原因で ある 6）とすれば，通常存在し うる x の 範囲

は 築3 図か ら 耳 ＝ 2 ，3 あ るい は それ以上で ある事 が推牢され ，殊に 人力作業 の 場 合は ，．作業開始後 4〜 5 時間

で 疲労 の 為艙内作業速度が 低下する
6） （即ち a が増す） こ と を合 せ 考えれば ，荷役能力 の 増大 を 図 る方法は ，

ウ イ ン チ 作業の 改善では 無 く， V 或い eXllの 方法 で艙内作業時間を短縮す る こ とが第一に 必 要な ご．とが知られ る 。

　3．3 総 作業時 間 （Gang 　Hour）及 び 単位時問、当 りの 平 均 荷 役量 とホ ール ドの 長 さ と の 関係　　ホ f ・ル ド の

長さ方向の み を問題 に す る場合 ， 即 ち問題が一t次元 の 問題 と して 扱 い うる と きに は 総作業時間 （Gang 　HOUt）三M

は 次 の 如 く求め られ る。

　　　　　　　　忽イ 恥
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　　　　　　　　　　　　　　　　 貨 物 船 の 荷 役 能 力 に
’
つ い て

（5 ）の 値を用 い れ ば ， Tsn の 形 が xE 　Twi！α で変化す るか ら，

　　　　　　　x 〈Twlノα 　の 間の 総作業時間　M （X ）

　　　　　　　 x 　E 　TwiiCt の 時 の 総作業時間　Me

　　　　　　　X＞ Tu　lia 　の 間の 総作業時間　M ノ

（X）

とすれば，

　　　
恥 （T… Tw ・）・＋

。 、撒 。）
グ 参篇（・器 一

・）　　 ｝
一

』

鴛∴罪ご纛 堺 驫 ド 詞
第 3 図に 対応す る数値計算例を第 4 図に 示す 。

さ
や

（7 ）

ユ55

　貨 物の 量は X に 比 例す るか ら （
一

次元 の 問題 の と き） xJM は 単位時間当 りの 荷役量 で ，　 X が大きくな れば第

4 図 に 示す如 く低下す る。　　　 　　　　　　　　
’
　　 　　　 ＼

　第 3 図か ら当然推定され る 様に ，．
M ・VX 曲線は X が小さい 所 で は ， 略 na は X に 比例 し，　X の 大 きい 値に 対

してltルr は X2 に 比例す る 。 幅が長さ と全 く同じ影響を与え る場合，即 ち 円形 の ホ ール ドの 中心 に ブーム の 頂

点がある様な とぎに は ， 舷 は x ！A ・x3 に 比例する。 故に 幅の 影響を考えれば，第4 図 の x 目盛が それ だ け疎に

な っ た と考え れ ば，Gang 　Hour とホ 」一ル ド の 長 さ と   関係並びに 単位 時間 当りの 荷役量 の ホ ール ドの 長 さ と の

関係が 近似的に 論ぜ られる。

図中 騒印 は ウ イ ン チ 作業時間 と 瀧 内作業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 漸

時間の 均衡点で ，此の 値の 2 倍位ま で は荷役能　　

加 低下囎 し くなL ’
。
　 tk ， 瀰 の 鱇 ・・ よ 　

り・当然図中の
‘
∫〜7 以 上 の 広範囲 の 変化が起　　 l

りうるが ，之に くらべ て ，或る船に お け るボ ー・・　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ル ドの 長さの 比 は 大きくて も2 以 下 で あ る か

ら・　 XfiDzaa・ホ 榊 ド帳 さ の 影響は貨物 a・

の 種類に よ る変化op中に か くされ て ．し ま い ，

ホ ール ドの 長さ に依 る荷役能力の 差 め あ るあ と

は 観念的に は認め られ て も荷役実績 （例えば

Stevedore　 Report な ど）か ら此 の 差を引ぎ出　　 02

す こ と は 困難 で あ る 。

「
ま た詳細 な Time 　Study

を行つ て も 測定回数及び顯 度 の 関係 で
5）

； 　
さらに ，一船 の 長さの 異 る 各ホ ール ドに 同種の ．　 ei

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貨物 の み を積む 撒荷の 場合に は ウ イン チ 作業 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
手待ちが 比較的少 い 第4 図 の 皿 ， V の 如くな り，

ホ r ル ド帳 さrcよ磋 撫 い で あ ろ sL ，　
°°5

皿 ， IVの 如く差の 出る雑貨の 場合は ， 各艙に 同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 弟　 4　 圜
じもの を 積ん で い る事は 少い で あ ろ うと考え ら

れ る の で ，実績か ら数量的に 求め る事は むずか しい
。

　3．4 ハ ツ チ の 長 さの 影 響　　特に 長大 な 鋼材や木材を船内に 出入 させ る場合に は ， あ る長さ以下 の ハ ッ チ で

は 事異上 扱 い 得な い 場合も生ずる 。 然 し普通の 大きさ の 荷物に 対 し て は ，ハ ッ チ の 長 さ は ウ イ ン チ 作業 の 便 不 便

に は直接関係 し ない 。

　ハ
ッ チ の 長さが 大きくな れぽ ，　　　　　　　　　　 、　

’
　　　　　

．ド

　A ．隔壁 まで の 距離が小さ くな り，艟内作業特に 並味の 運搬作業量が 減 少 す る。之 に と もな い Topping を 自

　　由に 変え うれ ば ，積付位置へ 直接積み 込 み ，又 は そ こ か ら直接陸揚げ し 5る
〜

（Spctting）部分が 増加 す る 。

　 BL　 2 口荷役の 場合の 前後 Gang の 相 互干渉度が減少す る。
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　 C ．ウ イ ン チ 作業 と艙内作業 と の 中間に 一時置場 と して利用 し うる面積が 得 られ る事 に な り， 両作業間の 手得
・

　　 ちが 減少する。

　 な ど の 利点が考え られ る。 その 他隔壁 まで の 距離 が 非常に 長 い 場合，殊に中甲板貨物室な どで は．一旦 荷物を

甲板上に 卸 した緩， 特別 の 綱 ど りを し て格納位置 に 引込まね ば な らぬ 様な場合 も生 ず るが ， 此の 問題は 除外 しで

今は 扱わ な い こ とに す る。

　 A ．”移動距離 の 短縮” は第3 図 の x の 大きい 所を削 り，
x ・　O の 部分をそれだけ増 した 事に な る。 従 つ て 隔

壁迄 の 距離が非常に 大ぎい 場合に は 1 フ レ
ー

ム で も 2 フ レ ーム で もハ
ッ チ を延 せ ば ， 最大 の 所要時閣を節減出来

る が ，大型船の 場合 の 如 く，む しろ ハ ッ チ か ら船側迄の 距離 の 方が 大 きい 様な場合 に は それ程有効 で に無 い 。

　 C ．仁 時 置場 と して 利用 し うる面積が 生れ るa は
4）

，

一
時置場 の 効力が ，

　　 イ・一時置場 を，0 か ら 1 に す る事 は 最 も有効 で あ るが ， さらに 増加させ る場合 の 有効性は急激 に 減少す る

　　 ロ ．一時置場 の 有効性は ， 両作業 の 平均作業時間が等 しい と き最 も有効 で あ るが ，平均時間に或る程 度差が

　 っ けば有効性は急激に減少す る 。

か ら ， 各ブ ーム 下に 標準 の 大 きさ の 貨物を 2．個宛置き 5る場前があれ ば十分で あ る 。 此 の 寸法は 8 灰角 の 石炭畚

に 例 を とれ ば 拡げた 時の 対角線の 長 さ と ，ま と め た 時 の 大 き さ 5灰 に 若干の 余 裕 を と つ て ，2 口 荷役 の 場合 の ハ

ッ チ の 必要長さは 10〜 ユlm となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4． 結　　　　 語

　 作業の 手待 ち と言 う現象か ら， 2 目 荷役の 能力 ，
ハ ッ チ と隔壁

．
（又は 積付位置） と の 距離が荷役時間 に 及ぼ す

影響 ，
ハ

ッ チ の 長さ と荷役能力 ど の 関係を説明 した 。 得 られた結果は すべ て 常識的なもの で ， 目新 しい ．こ とは 無
．

い 。 ま た ， 荷役時間に 政翠す影響 は ， 荷物の 種類，港湾苅役機械の 性能 な どに ぐらべ て 当然小さ い
。 然 し こ れ は

荷役 に 関 し て は 船は 受身 の 位置に あ り， 如何な る荷物が 如何な る方法 で 積まれ ，扱わ れ るか は 正確に 予想する こ

とは 出来な い 。 船の 荷役装置 よ りも性能 の 良い もの が利用可能の 時は 当然それ に依るで あろ うが ， 唯そ の 時 に 艢

と しては ，そ の 設備の 優秀性が 十分発揮 し うる様 に ，あ る い は そ の 設備の 邪 魔 に な らない 様に ，極短な Bottle

Neck が 生 じない 様に す る こ と が大切 で ， む しろ 此の 点 ホ ール ドの 配 置，
ハ ヅ チ の 大きさ等の 問題は，港湾設備が

可 な り利用 出来 る場合に は 予備装置的 な 性格を有す る Ship’s　Gear の 性 能 よ りもむ しろ 大切な問題 で あ る 。 此

の 意味で船内作業能 力 を増強 し，雑貨荷役作業ρ Bottle　Neck を 除 こ 5 と言 う方向に 進む の 味当然 で あ り，此 の

為，船内に お け る FDrk　Lift　Truck の 利用
1）6）

，
　Twin 　Hatch に よ る船 内移動距離 の 縮小

1）
，　 U，　S．　 Army ・

Transprot “Private　Francis　X ．　 Mc 　Graw
’，

に 実験的 に 採 用 さ れ た Rolling　Wing 　Deck 　
9）

， 簡単な設備 の

Wing 　Loader エo） また は 艙内作業用 の ウ イ ン チ （並 び 瞠デ リ ヅ ク ）の 増設などが或い は 実施され・或 い は計覃さ

：
’
れ て い る6

　 前述 の 通 り， 船 の 荷役作業に は 各種 の 囚子が 影響を及ぼ しその うち 1 つ ， 2 つ だけ取出 して も，他 の 影響に よ

る 変化爭中に か くさ れ て し ま うもの が 多 い 。 然 し，統計的 に 考えれ ば ，良い もの と 悪い もの の 差 は 必 らず現わ れ

し か も，船 の
一

生 の 半分以上 が停泊時間 で ある こ と を 考えれば其 の 影響は 非常に 大 ぎい 。

　 会員諸氏 の 御批判に よ り， 今後の 研究に 対する 指針が得られれ ば幸で あ る 。
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